
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 16世帯 （回答者数） 14世帯

～ 令和8年2月28日

（対象者数） ７名 （回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活発に意見し合えるような環境作りを今後も工夫していきた

い。

2

他事業所や関係機関とも連携し情報を集めて様々なイベント

を計画していきたい。

3

今後も年齢に応じて活動を考えていきたい。

研修会にも積極的に参加し年齢に応じた活動や支援内容を計

画していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

実施が出来るように進めていきたい。

2

活動時間や場面を工夫し静かになる時間をつくっていく。

3

○事業所名 スマイルてんじん2号館

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会など家族が参加できる交流の機会が実施できていな

い。

日々の日程調整や内容の検討で計画ができていないのが現状。

ワンフロアーのため課題を取り組んでいる児童と終わらせて

遊びたい児童が混ざっており静かに待っている状況。

課題を集中できるようにパーティションをしたり工夫を行っ

ている。

様々な会議や事業所内での研修会の機会を多く持ち意見を出

し合いながら支援を行っている。

スタッフのチームワークが良く、その中で児童も年齢が違っ

ても仲が良い。

・法人内の事業所が集まって月に一度会議を行っており様々

な

アイデアを出し合って活動内容等を検討している。年に数

回、

合同でイベントを開催している。

休日は地域の資源を活用し活動を計画している。 交通機関の利用や買い物支援など様々な経験が出来るように

計

画をしている。また近くの公園へ出掛けたり、事業所周辺の

ご

み拾いを行う活動を続けている。

年齢に応じてクッキングや清掃作業などを多く取り入れてい

る。又、長期休みの際は工場見学や職場見学を行い自立に向

けた活動を行っている。

年齢や能力に応じて課題を設定し様々な経験を通じて出来る

事

を増やしている。外出時はグループリーダーを決めて行動し

年上の児童が年下の児童の手助けをしたり互いに協力し合う

ように工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


